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研究成果の概要（和文）：本研究では、チェルノブイリにおいて、放射能汚染地域に居住する住民を対象として、精神
的健康度の評価を行うため、ベラルーシ共和国において事故後に生まれた学生を対象としアンケート調査を行った。
その結果、精神的健康度の尺度を高値群と低値群に分けてロジスティック回帰分析を行ったところ、「経済的状況」と
「自分の病気や健康状態は放射新被ばくに関連していると思う」は、独立して精神的健康度の低下に関連していた。今
回の調査によって、放射性ヨウ素の内部被ばくのリスクが低かったと考えられるチェルノブイリ原子力事故後に生まれ
た世代であっても、放射能汚染地域に住んでいることによって精神健康度が低下していることが示された。

研究成果の概要（英文）：In order to step up and improve our understanding of how to approach the younger g
eneration around Chernobyl, we screened mental health status among young adults born after the accident li
ving in Gomel region, Belarus. We enrolled 697 medical students who were born after the accident. Particip
ants were asked to answer to self-administered questionnaires including General Health Questionnaire (GHQ-
12).
GHQ-12 scores were 1.80 among all 697 subjects. When logistic regression analysis was performed with confo
unding factors, "economic situation" and "association of diseases and/or poor health condition with radiat
ion exposure" was significantly associated with poor mental status. Our findings suggest that anxiety to r
adiation exposure among highly educated medical students in Gomel region who were born even after the acci
dent affects to their poor mental health status.
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１. 研究開始当初の背景 
東日本大震災に伴う福島第一原子力発電

所事故により、周辺住民は長期間の避難を余
儀なくされている。今後、広範な除染作業と
ともに、住民の帰宅が順次進められることが
予想されるが、除染によっても線量が事故前
のレベルに戻るには時間がかかることが予
想され、住民の間では、「低線量被ばく」を
継続することに伴う心理的ストレス、さらに
はそれに伴う自律神経系への影響が懸念さ
れ、リスクマネジメントの観点からも極めて
重要な問題となることが予想される。研究代
表者はこれまで、チェルノブイリ原子力発電
所周辺地区やセミパラチンスク核実験場周
辺地域における住民の健康影響について、分
子疫学、臨床疫学的評価をすすめてきた
（Takahashi M et al. The FOXE1 locus is a 
major genetic determinant for radiation-related 
thyroid carcinoma in Chernobyl. Hum Mol Genet 
19(12):2516-23, 2010）。 
 
２. 研究の目的 
本研究では、チェルノブイリにおいて、放

射能汚染地域に居住する住民を対象として、
精神的健康度の評価を行った。 

 
 
３. 研究の方法 
ベラルーシ共和国においてチェルノブイ

リ事故によってもっとも汚染されたゴメリ
州にあるゴメリ医科大学に在学し、事故後に
生まれた 697 名（男性 138 名、女性 559 名）
を対象とし、インフォームドコンセントを得
たのちにアンケート調査を行った。このうち、
307 名はゴメリ市出身、170 名はゴメリ州の
その他の地域出身、188 名はベラルーシ共和
国の他の州の出身、8 名はロシア連邦の出身
であった。対象者に対して、精神的健康度の
尺度である GHQ-12 や社会学的背景、精神的
状態を含む自記式のアンケート調査を行い、
得られたデータを統計学的に解析した。 
 
４. 研究成果 

697 名の対象者における GHQ-12 の平均値
は 1.8±2.28 であった。GHQ-12 を高値群と低
値群に分けて解析したところ、「経済的状況」、
「心血管疾患の既往歴」に加えて「自分の病
気や健康状態は放射新被ばくに関連してい
ると思う」と答えたものの割合は、そう答え
なかったものの割合に対して、GHQ-12 高値
群と低値群で有意に差がみられた。ロジステ
ィック回帰分析を行ったところ、「経済的状
況（OR=0.31, p<0.01）」と「自分の病気や健
康状態は放射新被ばくに関連していると思
う（OR=1.78, p<0.01）」は、独立して精神的
健康度の低下に関連していた。 
今回の調査によって、放射性ヨウ素の内部

被ばくのリスクが低かったと考えられるチ
ェルノブイリ原子力事故後に生まれた世代
の、比較的高学歴である医科大学の学生であ

っても、放射能汚染地域に住んでいるという
ことに加えて、持続的な被害者意識によって
精神健康度が低下していることが示された。
その一方、これまでの我々の調査で、チェル
ノブイリ原発事故後に生まれた世代におい
ては、放射性ヨウ素の内部被ばくのリスクが
ないため、放射線誘発甲状腺がんは増加して
いないことも示されている。経済的状況の改
善に加え、放射線被ばくと健康影響に関する
正しい知識の普及が、事故から 25 年以上が
たったチェルノブイリにおいても重要であ
る。 
さらに今回の結果は、福島における放射線

健康リスクコミュニケーションの重要性を
示唆するものであった。事故後、日本政府は
暫定基準値を設置して汚染した食物や飲料
水の流通制限、摂取制限を行い、特に放射性
ヨウ素の内部被ばくによる甲状腺がんの発
症を予防する措置をとった。その結果、現在
までの種々の調査、推計によって福島県にお
ける住民の被ばく線量は比較的限られてい
ることが示唆されている。しかしながら、事
故直後の放射線被ばくと健康影響に関する
情報不足は福島県のみならず日本全国にお
ける社会的パニックを引き起こし、その余波
は現在も継続している。事故直後から、研究
代表者は福島県放射線健康リスク管理アド
バイザーに就任し、緊急時のクライシスコミ
ュニケーションからその後のリスクコミュ
ニケーションを継続してきた。今後福島の復
興に向けて、放射線被ばくと健康影響に関す
る正しい情報を発信し続けることが極めて
大切であると考えられる。 
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